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紅梅色は花のようなピンクだが、梅染は幹の部分を砕いて煎じた
梅汁（梅屋渋）で染めた茶系の色。赤みの強い赤梅染、黒みの強
い黒梅染がある。梅染は室町時代には行われており、加賀友禅は
この梅染から始まったと言われている。

【梅染（うめぞめ）】赤みのある淡い茶色。
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●各事業の詳細については、実施要綱
をご確認ください。各実施要綱および申
請書類は、当財団のホームページからダ
ウンロードできます。
https://www.jafra.or.jp/docs/13742.html

※申請書は、都道府県・政令指定都市
が管内の市区町村等の分を取りまとめ
て、地域創造へ提出してください。各市
区町村等においては、都道府県等の取
りまとめ団体の期限も確認し提出して
ください。

●地域の文化・芸術活動助成事業に関
する問い合わせ
総務部　山田
Tel. 03-5573-4164

●地域伝統芸能等保存事業に関する問
い合わせ
総務部　黒田
Tel. 03-5573-4184

「地域の文化・芸術活動助成事業」は、地方
公共団体等の自主事業の企画制作能力の向
上および公立文化施設の利活用の推進等を図
るため、地方公共団体等が自ら主体的に実施
する事業を助成するものです。
「地域伝統芸能等保存事業」は、地方公共

団体等が実施する、各地域固有の伝統芸能等
の記録・保存・継承事業に対して助成するもの
です。

助成申請にあたっては、それぞれの助成要
綱をご確認の上、令和8年9月30日（水）までに
手続きをお願いいたします。

募集締切：令和8（2026）年9月30日（水）　

●地域の文化・芸術活動助成事業
 ［1］創造プログラム
◎一般分

地方公共団体等が主体的に企画する、地域
の活性化に寄与する長期的展望を有し、かつ
発展的・継続的な事業実施に当たり他の地域
の参考となる顕著な工夫が認められる公演、
展覧会事業（※）（2年もしくは3年間の助成。た
だし、各年度の申請を審査した上で決定）に対
して助成する事業です。

◎企画制作力向上特別分
　都道府県・政令指定都市が行う自主事業に
おける企画制作力の向上や、他施設への波
及効果をもたらす単年度の公演、展覧会事業

（※）に対して助成する事業です。
 ◎地域課題対処特別分
　文化芸術を通じて地域の課題に向き合い、
その解決に向けて実施するアウトリーチ、ワー
クショップ等を行う事業（2年もしくは3年間の
助成。ただし、各年度の申請を審査した上で
決定）に対して助成する事業です。

 ［2］連携プログラム
　地方公共団体等が、単独では実施が困難で
あり、連携することにより初めて実施可能とな
る事業であって、3以上の地方公共団体等が
連携して共同で制作する公演・展覧会のうち、

「地域交流プログラム」を伴うもの、およびそ
の実施に向けた準備として前年度に実施する
連絡調整等に係る事業（原則1年間。ただし、
連絡調整に係る事業は、翌年度の公演等の助
成も可能）に対して助成する事業です。

事業名 分野

事業実施者

地方公共団体

都道府県 政令指定都市 市区町村

地域の文化・芸術活動 
助成事業

［1］創造プログラム
（一般分）

音楽
演劇
ダンス
伝統芸能
美術  等 ○ ○

○

［2］創造プログラム
（企画制作力向上特別分） ×

［2］創造プログラム
（地域課題対処特別分） ○

［2］連携プログラム

○
連絡調整事業

［3］研修プログラム

［4］公立文化施設活性化計画プログラム

地域伝統芸能等
保存事業

［1］映像記録保存事業
地域伝統芸能
等 × ○ ○

［2］保存・継承活動支援事業

●令和8（2026）年9月30日（水）まで申請受け付け

令和9（2027）年度助成要綱が決定

令和9年度
助成要綱決定

※公演、展覧会とは別にアウトリーチ、ワークショップ
等を行うものに限る。

https://www.jafra.or.jp/docs/13742.html


左表脚注

※特定指定管理者とは、地方公共団体が
1/2以上出資している公益財団法人等で
指定管理者の指定を受けているものをい
う。
一般指定管理者とは、上記以外の指定管
理者をいう。
特定公益法人とは、地方公共団体が1/2
以上出資している公益財団法人等で地域
創造が特に認めたものをいう。

注1：設置者である地方公共団体の長の
副申書を添付。

注2：設置者である地方公共団体の予算
を経由して間接的に助成。

注3：地方公共団体が実行委員会等に対
して負担する額が助成対象。
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 ［3］研修プログラム
公立文化施設等の企画・運営に携わる者や

「地域文化コーディネーター」等の地域の文化・
芸術活動を担う者を対象として、スキルの向上
およびノウハウの習得を目的とする、実践的な
人材育成事業（1年間）に対して助成する事業
です。

地方公共団体の職員が文化・芸術を通じて
地域課題に向き合う取り組みを促進することを
目的として、アートの手法を用いたワークショッ
プ等を実施するものに限り、地方公共団体の職
員に対する研修も助成対象としています。

 ［4］公立文化施設活性化計画プログラム
　地域において果たすべき公立文化施設の役
割およびその実現のための方策を記載した計
画を策定する事業に対して助成する事業です。
　類似する他の公立文化施設が評価を行う場
合（いわゆるピア・レビューを含む）も助成対象
としています。

●地域伝統芸能等保存事業
 ［1］映像記録保存事業
　市区町村が実施する、各地域の失われつつ

あり、かつ記録に残されていない地域固有の
伝統芸能等を映像に記録・保存する事業に対
して助成する事業です。

 ［2］保存・継承活動支援事業
　市区町村が実施する、地域固有の伝統芸能
等の保存・継承のために活動している団体等
への支援事業に対して助成する事業です。

今月のニュース
地域創造からのニュースを毎月掲載します

▼—

申請事業数 決定事業数
創造プログラム（一般分） 91 82

創造プログラム
（企画制作力向上特別分） 27 23

創造プログラム
（地域課題対処特別分） 40 26

連携プログラム 45 31

研修プログラム 16 15

活性化計画プログラム 1 1

合計 220 178

申請事業数 決定事業数
映像記録保存事業 8 6

保存・継承活動支援事業 58 58

合計 66 64

 【参考】令和8（2026）年度
 「地域伝統芸能等保存事業」採択実績

 【参考】令和8（2026）年度
 「地域の文化・芸術活動助成事業」採択実績

事業実施者

会場

助成措置
申
請
期
限

指定管理者
特定

公益法人（※）
注１

実行委員会等
注3

助成率
助成の上限額
（1年ごとの金額）

対象期間特定指定
管理者（※）
注１

一般指定
管理者（※）
注2

○ ○ ○ ○ 原則として、当該申請
団体の区域内に所在
する公立文化施設 1／2以内

1,000万円

2年
もしくは3年

令
和
8（
2
0
2
6
）年
9
月
30
日（
水
）必
着

都道府県・政令指定都市に係る指定管理者、特定公益法人、実行委員会等　○ 1年間

○ ○ ○ ○ 500万円 2年
もしくは3年

○ ○ ○ ○

原則として、当該申請
団体の区域内に所在
する公立文化施設

2／3以内

500万円
※連携する事業全
体で3,000万円

1年間

100万円 事業前年
1年間

2／3以内 200万円 1年間

2／3以内 200万円 2年以内

× × × ×
2／3以内 200万円

1年間
1／2以内 30万円
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財団からのお知らせ

●公共ホール音楽活性化事業に関する
問い合わせ

芸術環境部　金山・中嶋
Tel.03-5573-4168

●2027・2028年度「公共ホール音楽活性化事業（導入プログラム）」
登録アーティストが決定しました
令和9・10（2027・2028）年度の公共ホール音楽活性化事業（導入プログラム）にて全国に派遣される4組の
アーティストが決定いたしました。現在、令和9年度の実施団体を募集中ですので、地域にクラシック音楽
を届けたい公共ホールの皆様は、ぜひご応募ください。

募集締切：2026年9月3日（木）必着

●和久井 映見（わくい えいみ）［ヴァイオリン］
ルーマニア国際第1位、ブラームス国際第2位、ヴィヴァルディ
国際第2位など数々の国際コンクールで優勝・入賞。イタリアの
権威ある音楽祭「パレルモ・クラシカ」にソリストとして招聘さ
れるなど、日本、オーストリアを拠点に欧州・アジアで演奏活

動を行い、国内外のオーケストラと
も多数共演を重ねる。2025年、テレ
ビ朝日「題名のない音楽会『題名プ
ロ塾』ソリスト科」首席に選出され、
同番組に演奏家デビュー。桐朋学園
大学修了、モーツァルテウム音楽大
学 学士・修士課程を首席で卒業後、
ポスト・グラデュエイト課程修了。

●榎 かぐや（えのき かぐや）［オーボエ］
千葉県出身。東京音楽大学卒業。第13回国際オーボエコン
クール・東京において入賞および奨励賞を受賞。第91回日本
音楽コンクールオーボエ部門第1位および岩谷賞（聴衆賞）・
瀬木賞を受賞。第37回日本管打楽器コンクールオーボエ部

門第3位など多数入賞。東京フィル
ハーモニー交響楽団、群馬交響楽
団、千葉交響楽団、新日本フィル
ハーモニー交響楽団等とソリストと
して共演。パシフィックフィルハーモ
ニア東京オーボエ奏者を経て現在は
フリーランス奏者として活動。

●竹下 裕美（たけした ひろみ）［ソプラノ］
鹿児島県出身。東京藝術大学音楽学部声楽科を経て、同大
学院修士課程オペラ科修了。修了時に武藤舞奨学金を授与。
ウィーン国立音楽大学オペラ科修了。2012年度明治安田クオ
リティオブライフ文化財団の海外音楽研修生、2016年度文

化庁新進芸術家海外研修生として
ウィーンにて研鑽を積む。シェーンブ
ルン宮殿歌劇場やエストニア・パヌ
ル劇場にてソリスト等を務める。ク
ラシックをより身近に笑って楽しめ
るコンサートを毎年企画し、親しみ
やすい人柄と確かな演奏技術で幅広
い世代から人気を博している。

●島田 菜摘（しまだ なつみ）［マリンバ・打楽器］
神戸市出身。同志社女子大学音楽学科卒業、同大学音楽専
攻科修了。第15回現代音楽演奏コンクール「競楽XV」第1

位、第20回KOBE国際音楽コンクール打楽器C部門最優秀
賞・神戸市長賞などを受賞。第64回ARD国際音楽コンクー

ル、TROMP国際打楽器コンクール
2020本選出場。ソロリサイタルをは
じめ、室内楽、打楽器アンサンブル、
現代音楽作品の演奏に取り組む。
繊細な音色表現と多彩な打楽器の
魅力を活かし、舞踊・伝統芸能との
コラボレーションなど幅広く活動し
ている。

●公共ホール音楽活性化事業
2027・2028年度登録アーティスト
実地研修 実施団体募集
　新たにオーディションで選ばれたおんかつ登
録アーティストの実地研修として、公共ホール
担当者との協働により実際に各地域でアウトリ
ーチプログラムの実践を行うために、過去のお
んかつ、または邦楽事業実施団体からご協力
いただける団体（2団体）を募集します。

募集締切：2026年9月17日（木）必着　

◎対象団体
原則として、平成28年から令和7年度までの間に公
共ホール音楽活性化事業または公共ホール邦楽活性
化事業を実施した団体

◎対象アーティスト
2027・2028年度公共ホール音楽活性化事業（導入プ
ログラム）登録アーティスト
◎期間
令和8年12月～9年3月のうち、連続した2～3日間
◎場所
公共ホールおよび域内小学校
◎内容
1日目：ホールにてアウトリーチのランスルーとプログ
ラムの作り込み
2日目・3日目（※）：小学校でのアウトリーチの実践と
振り返り等
※3日間のスケジュールで行うのはアーティストが3組
の場合のみ
◎経費負担
派遣にかかる旅費、謝金、ピアノ調律費等を地域創造
が負担
※詳細は実施要綱等をご確認ください。
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財団からのお知らせ
地域創造からのお知らせを毎月掲載します

▼—

●美術館出前（オーダーメイド）型ゼミ
◎申請方法
当財団ホームページより申請書をダウン
ロードし、郵送でお申し込みください。
https://www.jafra.or.jp/project/visual- 

art/05.html

◎問い合わせ
総務部　高野・黒田
Tel. 03-5573-4056

●公共ホール求人情報に関する問い合
わせ
芸術環境部　人材育成担当
jinzai@jafra.or.jp

●令和9・10年度「美術館出前（オーダーメ
イド）型ゼミ」開催地募集

この事業は、実践的な公立美術館運営能力
の向上と、公立美術館の相互交流を図ること
を目的として、2年間にわたって行う研修事業
です。本事業の令和9・10年度の参加館を募
集します。

申請者となる公立美術館と地域創造が共
催する形で、美術館や地域の課題意識に沿っ
て研修テーマを設定し、地域創造の負担で講
師を美術館へ派遣します。2年間のうち、内容
の異なる半日程度の研修事業（識者による講
義、事例紹介、グループディスカッション、実践
的なワークショップ等）を複数回行います。日
程は、申請美術館の希望する日程の中から調
整し、決定いたします。

申請館は、地域創造と相談し各研修のテー
マ設定するほか、参加者募集に係る事務、参
加者名簿の作成、司会や受付などの人員確保
を含む会場の設営、配布資料の印刷などの業
務を行うのみで実施できます。

都道府県単位、または都道府県内外のまと
まった地域の複数の美術館でご参加をいただ
くため、美術館同士のネットワークの場として

◎近年の研修内容
•コレクションの活用法／ミュージアムグッズの可
能性
•SNSを活用したデジタルマーケティング戦略
•文化施設の連携と職員同士の交流の場づくりに
ついて
•博物館経営・来館者マーケティングの観点から
考える美術館事業の事業評価
•生成AI時代の美術著作権
•過疎地域におけるアートを通じた街づくりの継
続性を考える
•多様化するキュレーターの役割─地域、連携、
表現の可能性
•ミュージアムとアクセシビリティ－合理的配慮に
ついて知る・学ぶ
•美術館にまつわる法律の話

もご活用いただけます。
原則として20名以上の参加者により実施い

たしますので、公立美術館の学芸員に限らず、
そのほかの美術館職員、美術館を設置する地
方公共団体の行政部局の職員の皆様もふるっ
てご参加ください。

募集締切：2026年10月30日（金）必着　

登録フォームにアクセスいただき、必要事項を直接ご入力ください。送信を行うには、フォーム最下部
の投稿用認証キー欄へID、パスワードの入力が必要です。

※スパム対策のため、登録フォームURLおよびログインID、パスワードはホームページ上に記載していません。
地域創造までメール（ jinzai@jafra.or.jp）でお問い合わせください。

●「公共ホール求人情報」「研修会・シンポジウム開催情報」掲載お申し込み方法

❶求人情報登録フォームまたは研修会・シンポジウム開催情報登録フォームへアクセス。

❷登録フォームに沿って、必要事項を入力してください。

❸フォームの最下部にある投稿用認証キー欄にID、パスワードを入力。

❹登録を完了すると自動で登録完了をお知らせするメールがお手元に届きます。

❺地域創造が内容を確認後、ホームページに情報を公開します。公開完了はメールでお知らせします。登録から
情報公開までは2～3日程度お時間をいただく場合がありますので、ご了承ください。
なお、情報解禁日に指定がある場合は、情報解禁後にご登録ください。事前に解禁日の指定はできません。

※情報を修正する場合には、「修正フォーム」へアクセスし、投稿用認証キー欄に登録時に使用したメールアドレス・ID・パ
スワードを、No.入力欄に公開完了のメールに記載した登録No.をご入力の上、「編集する」をクリックしてください。フォーム
から情報を修正し登録を完了すると、自動で登録完了をお知らせするメールが届きます。新規登録時と同じく、情報公開
までは2～3日程度お時間をいただく場合がありますのでご了承ください。

https://www.jafra.or.jp/project/visual-art/05.html
https://www.jafra.or.jp/project/visual-art/05.html
mailto:jinzai@jafra.or.jp
mailto:jinzai@jafra.or.jp


●仙台市
宮城県美術館
〒980-0861　仙台市青葉区川
内元支倉34-1
Tel. 022-221-2111（代表）
https://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

宮城県美術館リニューアルオー
プン「全館 コレクションで魅せ
ます 美術の時代」

約3年間にわたる大規模改修を
経てリニューアルオープンした宮
城県美術館。それを記念して同
館のコレクションを全館で紹介
する展覧会。明治以降の日本・
海外美術を中心に、約7,000点
の収蔵品から精選し、時代とと
もに変化する近現代美術のダイ
ナミズムとその醍醐味を紹介す
る。会期中は一部展示替えや特
別出品に加え、後期からは日本
近代美術コレクションの鍵とな
る作家に焦点を当てて深掘りす
るコーナーも設ける。
 ［日程］前期：6月20日～7月12日、
後期：7月15日～8月23日
 ［会場］宮城県美術館

●秋田県秋田市
あきた民謡祭実行委員会
〒010-0875　秋田市千秋明徳
町2-52
Tel. 090-9549-5481　成田
https://common3.pref.akita.lg.jp/
bunka/

あきた民謡祭2026
〜民俗芸能で巡る春夏秋冬〜

全国大会優勝経験者による民
謡や民舞団体による手踊り、県
内の民俗芸能保存団体の実演
などを織り交ぜた、「秋田の四
季」を感じることのできる華やか
なステージ公演。今年度は展示
や実演などで秋田県内の民俗
芸能にふれることができる「あき
た無形民俗文化財パビリオン」
を会場のミルハス内において併
せて開催する。

［日程］8月15日
［会場］あきた芸術劇場ミルハス
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北海道・東北
●札幌市
札幌文化芸術劇場 hitaru
〒060-0001　札幌市中央区北
1条西1丁目
Tel. 011-271-1950　河原
https://www.sapporo-community-
plaza.jp/event_opera-utagassen.
html

hitaruオペラプロジェクト2.5 
スペシャルガラコンサート〜
オペラ歌合戦 hitaruの乱

新制作のオペラを上演する「hi 
taruオペラプロジェクト」シリー
ズのスピンオフとして企画した
ガラコンサート。指揮に粟辻聡、
総合演出・ゲスト歌手に宮本益
光を迎え、2チームに分かれた
出演者が対決形式でさまざま
なオペラの名曲を披露し、観客
は好きなチームや歌手を応援し
ながら鑑賞する。また、今回編
成したスペシャル合唱団や地元
若手歌手には事前に研修も行
うなど、演奏家の育成も目指し
ている。
 ［日程］8月2日
 ［会場］札幌文化芸術劇場 hitaru

●岩手県奥州市
奥州市文化振興財団
〒023-0003　奥州市水沢佐倉
河字石橋41
Tel. 0197-22-6622　小野寺
http://www.oshu-bunka.or.jp/

金子三勇士ピアノ・リサイタル
今年デビュー15周年を迎える国
内外で活躍するピアニスト・金子
三勇士によるリサイタル。プログ
ラムの構成をはじめ、地域住民
にホールやコンサートへ親しん
でもらうことを意識して企画。演
奏曲目はリスト『ラ・カンパネラ』
やベートーヴェン『ピアノソナタ

「悲愴」「熱情」』などを予定。曲
の魅力を語る軽妙なトークとと
もにお送りする。
 ［日程］9月5日
 ［会場］奥州市文化会館 Zホール

●山形県酒田市
土門拳写真美術館
 〒998-0055　酒田市飯森山2-13
Tel. 0234-31-0028　田中
http://www.domonken-kinenkan.jp/

特別展「Double Body─細江
英公と土門拳」

ともに山形県に生まれ、近現代
の写真界に大きな足跡を残した
写真家・土門拳と細江英公によ
る史上初の二人展。「肉体」を
キーワードに据え、両者の軌跡
を多角的に振り返る。初展示の
土門作品約30点を併せて紹介。
酒田市出身で、細江も講師を務
めた私塾に学んだ写真家・渋谷
典子による「渋谷典子『竹の子
族／映画の人びと』」展も開催中

（9月23日まで）。
［日程］7月17日〜10月12日
［会場］土門拳写真美術館

関東
●栃木県宇都宮市
うつのみや文化創造財団
〒320-8570　宇都宮市明保野
町7-66
Tel. 028-636-2121　田㟢
https://www.bunkakaikan.com/

宇都宮市制130周年＆うるま市・
宇都宮市友好都市提携2周年 
現代版組踊『肝高の阿麻和利』
公演
2000年の初演以来、国内外で
公演を重ねてきた沖縄県うるま
地域の中高生が演じる『肝高の
阿麻和利』を上演。現代音楽と
ダンスを取り入れた現代版組踊
で、地域の歴史上の英雄・阿麻

地域通信

●地域通信欄掲載情報について
最新の情報は主催者の発表情報をご確
認ください。

●データの見方
情報は地域ブロック別に、開催地の北か
ら順に掲載してあります。●で表示してあ
るのは開催地です。 マークが付いてい
る事業は地域創造の助成事業です。ライ
ンの下は、事業運営主体、住所、電話番
号、担当者名の順に記載してあります。色
帯部分が事業名で、以下、内容を紹介して
います。

●地域ブロック
［北海道・東北］北海道、青森、岩手、宮城、
秋田、山形、福島
［関東］茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東
京、神奈川
［北陸・中部］新潟、富山、石川、福井、山
梨、長野、岐阜、静岡、愛知
［近畿］三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈
良、和歌山
［中国・四国］鳥取、島根、岡山、広島、山
口、徳島、香川、愛媛、高知
［九州・沖縄］福岡、佐賀、長崎、熊本、大
分、宮崎、鹿児島、沖縄

●情報提供先
ファックス、電話、e-mailでお願いします。
Fax. 03-5573-4060 Tel. 03-5573-4093

letter@jafra.or.jp

芸術環境部　岩下・益子

●2026年10月号情報締切
8月18日（火）

●2026年10月号掲載対象情報
2026年10月～12月に開催もしくは募集
されるもの 『肝高の阿麻和利』　©あまわり浪漫の会

https://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/
https://common3.pref.akita.lg.jp/bunka/
https://common3.pref.akita.lg.jp/bunka/
https://www.sapporo-community-plaza.jp/event_opera-utagassen.html
https://www.sapporo-community-plaza.jp/event_opera-utagassen.html
https://www.sapporo-community-plaza.jp/event_opera-utagassen.html
http://www.oshu-bunka.or.jp/
http://www.domonken-kinenkan.jp/
https://www.bunkakaikan.com/
mailto:letter@jafra.or.jp
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今月の情報
アーツセンター、アーツクルーから寄せられた情報を毎月掲載します

▼—

公演やワークショップなども楽し
める。

［日程］6月27日〜8月30日
［会場］千葉市美術館

●東京都都内各所
東京都歴史文化財団
〒102-0073　千代田区九段北
4-1-28  九段ファーストプレイス
8F
Tel. 03-6256-8853　菅原
https://www.rekibun.or.jp/

サマーナイトミュージアム2026
若者や社会人などが平日の夜の
時間帯に気軽にアート・文化に
ふれる機会を提供することを目
的として、8月の毎週金曜日に東
京都立の美術館・博物館・ギャ
ラリーが最大21:00まで開館時
間を延長。期間内は17:00以降
は学生が入場無料となるほか、
来場者への特典や特別なイベン
ト等を実施する。

［日程］8月6日〜28日までの毎
週金曜日（東京都写真美術館は
毎週木・金曜日）

［会場］東京都江戸東京博物館、
東京都美術館、東京都庭園美
術館、東京都写真美術館、東
京都現代美術館、東京都渋谷
公園通りギャラリー

●東京都豊島区
東京芸術劇場
 〒171-0021　豊島区西池袋1-8-1
Tel. 03-5391-2111　黒田・橋本
https://www.geigeki.jp/

映画を撮りたいゾンビの演劇
2026年4月に東京芸術劇場の
舞台芸術部門芸術監督に就任
した演劇作家・岡田利規。演劇
の概念を覆す挑戦で世界から
注目を集める岡田の就任第1作
として、ドイツ・ハノーファー州
立劇場のレパートリー作品であ
る最新作『Sliding Away』を、日
本版の出演者・スタッフと共にリ
クリエイト。演劇と現実社会の
関係のアップデートに挑む。

和利の半生を描く。本公演に併
せ、「宮っこオリジナル舞台」とし
て、市内小中高生がワークショッ
プを経て出演する『宇都宮千年
舞台─私たちが伝える言の葉
─』も上演（22日）。

［日程］8月22日、23日
［会場］宇都宮市文化会館

●埼玉県所沢市
所沢市文化振興事業団
 〒359-0042　所沢市並木1-9-1
Tel. 04-2998-6500　脇谷
https://www.muse-tokorozawa.or.jp/

触れてみよう！能楽の世界
能『熊野』

毎年恒例の能楽入門公演。今
回は平家物語を基にした、優美
な舞や謡を通して描かれる美
しくも切ない能『熊野』を上演す
る。公演前には見どころやお囃
子・装束について解説。また公
演前日には出演する観世流能
楽師・遠藤喜久による謡のお稽
古や能面・装束の見学のほか、
能舞台に上がってすり足の体験
もできる関連企画を実施。

［日程］8月22日
［会場］所沢市民文化センター　
ミューズ　マーキーホール

●千葉市
千葉市美術館
〒260-0013　千葉市中央区中
央3-10-8
Tel. 043-221-2311　山下
https://www.ccma-net.jp/

おとぎの国のモードをさがして 
／Fairy Tale MODE

時代や地域を超えて語り継がれ
てきた「おとぎ話」は、挿絵や舞
台芸術、ファッションなどの視覚
文化を通して豊かなイメージを
形づくってきた。本展では、19
世紀から20世紀にかけてヨー
ロッパで花開いた挿絵本の世界
を中心に、おとぎ話のイメージ
のなかの装いをめぐる表現を探
る。関連イベントとして、バレエ

［日程］8月7日〜23日
［会場］東京芸術劇場

●東京都立川市
たちかわ演劇祭実行委員会
 〒190-0022　立川市錦町3-3-20
Tel. 042-526-1312　長谷川
https:// tachikawa-engekisai.web.
app

第34回たちかわ演劇祭
多摩地区のさまざまな演劇団体
が集結し、リピーターのみなら
ず新しい観客層を広げている
演劇祭。34回目を迎える今回は
7団体による計16公演を開催す
る。また、昨年からスタートした
特別企画「スペシャルサポートデ
イ」では、規模の小さな団体が
作品創作と上演に集中できるよ
う広報や当日運営の並走支援を
行い、都立立川高校演劇部など
3団体の作品を上演する。

［日程］8月1日〜30日
［会場］たましんRISURUホール
（立川市市民会館）

●横浜市
横浜市民ギャラリーあざみ野
〒225-0012　横浜市青葉区あ
ざみ野南1-17-3（アートフォーラ
ムあざみ野内）
Tel. 045-910-5656　大山
https://artazamino.jp/

あざみ野こどもぎゃらりぃ2026
「どこかの、あのこの、すみか。」

「目に見えるものだけではない世
界にそっと想像をひろげること」
をテーマにした、子どもたちが

“みて・つくって・体験する”展覧
会。編み物や映像、AR（拡張現
実）などのアート作品が展示され
るほか、塗り絵や紙工作などを
その場で楽しめるワークショッ
プコーナーも登場し、親子で展
覧会を楽しめる。最終日には特
別なナイトイベントも開催。

［日程］7月31日〜8月9日
［会場］横浜市民ギャラリーあざ
み野

北陸・中部
●新潟市
りゅーとぴあ新潟市民芸術文化
会館
〒951-8132　新潟市中央区一
番堀通町3-2（白山公園内）
Tel. 025-224-5615　今井・有間・澤田
https://www.ryutopia.or.jp/

りゅーとぴあジュニア劇団
APRICOT2026夏季公演

『オズの魔法使い』
小学4年生〜高校生まで約50
人が在籍する「りゅーとぴあジュ
ニア劇団APRICOT（旧りゅーと
ぴあ演劇スタジオ キッズ・コー
ス）」の25周年記念公演。専門
講師の指導を受けながら毎年
夏に舞台作品を発表している。
劇団発足時から継続して指導し
ていた講師陣を昨年秋に一新。
脚本・演出にAPRICOT出身の
三浦真央を迎え、新しい指導陣
体制での初の公演となる。

［日程］8月7日〜9日
［会場］りゅーとぴあ新潟市民芸
術文化会館

●富山県富山市
富山市民文化事業団
 〒930-0858　富山市牛島町9-28
Tel. 076-445-5610　福岡
https://www.aubade.or.jp/

AUBADE HALL Produce 
越中八尾おわら風の盆 前夜祭
─劇場版─

三百余年の歴史をもつ富山市八
尾地区の伝統行事「おわら風の
盆」。その前夜祭を劇場版として
上演する。今年は恋をテーマに、
前半は富山市出身の劇作家・演
出家タニノクロウ書き下ろしの
脚本を俳優が朗読する「語り」、
後半はおわらの「実演」で構成。
アートディレクター上田大樹が映
像を担い、歌詞を投影。唄と踊
り、言葉が重なり合い、劇場な
らではの幻想的な世界へ誘う。

［日程］8月27日
［会場］オーバード・ホール

https://www.rekibun.or.jp/
https://www.geigeki.jp/
https://www.muse-tokorozawa.or.jp/
https://www.ccma-net.jp/
https://tachikawa-engekisai.web.app
https://tachikawa-engekisai.web.app
https://artazamino.jp/
https://www.ryutopia.or.jp/
https://www.aubade.or.jp/


近畿
●大阪府河内長野市
河内長野市文化振興財団
〒586-0016　河内長野市西代
町12-46
Tel. 0721-56-6100　山田
https://lovelyhall.com/

ラブリーホール・オリジナル・
ミュージカルvol.15

『探偵明智沙羅の事件簿〜狙
われた翡翠学園の謎〜』

2007年にスタートしたラブリー
ホールが主催するミュージカルス
クールの新作公演。大塚雅史が
演出・照明を手がけ、毎年発表
公演を行っている。今回はミュー
ジカルの歌唱指導を数多く手が
ける声楽家の楠美さえこやコン
テンポラリーダンサー・振付家の
北村成美の指導の下、小学4年
生から大学生までの77人が出
演し、江戸川乱歩原案の学園を
舞台としたミステリー作品を上
演する。

［日程］8月9日
［会場］ラブリーホール（河内長野
市立文化会館）

●神戸市
神戸市民文化振興財団
〒652-0811　神戸市兵庫区新
開地5-3-14
Tel. 078-512-5500　横山
https://s-ah.jp/

神戸サマーアートフェス2026
「夏のふしぎひろば」
夏休み期間中の小学生とその
保護者に向け、展示・公演・ワー
クショップの3つのプログラムを
通して、さまざまな“ふしぎ”に出
会う体験を提供。日常の見慣れ
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た景色や出来事も、向きを変え
るだけで少し違って見えたり、
発想を変えるだけで全く違う役
割をもったりするなど、身近なも
のの見方が変わる驚きや発見を
楽しめる内容となっている。

［日程］7月20日〜8月31日
［会場］新開地アートひろば

●兵庫県西宮市
兵庫県立芸術文化センター
 〒663-8204　西宮市高松町2-22
Tel. 0798-68-0206　梶原
https://www.gcenter-hyogo.jp/

文楽 in Hyogo
「伊賀越道中双六 沼津の段」
兵庫県立芸術文化センター特別
参与・河内厚郎による恒例の自
主企画として、日本三大仇討の
一つである「伊賀越の仇討ち」を
元にした作品『伊賀越道中双六
　沼津の段』を上演。第一部で
は有識者の鼎談により演目の見
どころを掘り下げ、第二部の上
演をより一層深く味わうことが
できる。義太夫・豊竹若太夫と、
共に人間国宝に認定されている
人形師・吉田和生、桐竹勘十郎
の豪華共演は必見。
 ［日程］8月11日
 ［会場］兵庫県立芸術文化センター

●奈良県奈良市
奈良県立美術館
〒630-8213　奈良市登大路町
10-6
Tel. 0742-23-3968　三浦
https://www.pref.nara.lg.jp/n044/
11842.html

奈良県立美術館・奈良県立万葉
文化館連携企画展「みやこのか
たち 奈良県立美術館・奈良県立
万葉文化館コレクションから」

異なる専門性をもつ2館がそれ
ぞれの所蔵品を持ち寄り、初め
て本格的に連携して開催する企
画展。美術館では「みやこのか
たち」をテーマに、「洛中洛外図」
から近世・近代、そして現代の

●石川県金沢市
金沢21世紀美術館
 〒920-8509　金沢市広坂1-2-1
Tel. 076-220-2800　本橋
https://www.kanazawa21.jp

路上、お邪魔ですか？
人々が行き交い、祭りや市場が
開かれ、生活者を受け入れ、議
論する場にもなってきた、自由
と邪魔が同居する場所「路上」。
この空間がもつ特徴や役割を7
つのセクションで作家たちが表
現する。創設40周年となる路上
観察学会の、都市と自然とが意
図せず生み出した状況を面白
がる目にも改めて着目。関連企
画では大道芸人ギリヤーク尼ヶ
崎のパフォーマンスも予定。

［日程］4月25日〜9月6日
［会場］金沢21世紀美術館

●山梨県南アルプス市
桃源文化会館
〒400-0222　南アルプス市飯
野2971
Tel. 055-284-3411　新津
https://shirane-togen.jp

「鍵盤の日」Special Concert 
8appy 8appy 8appy
鍵盤の日である8日8日に開催さ
れるスペシャルコンサート。ピア
ノの鍵盤数が88鍵であることに
ちなんで、今回ゲスト出演する
音楽ユニット・ナチュラルハイが
8月8日を「鍵盤の日」と名付け
た。パイプオルガンやマリンバ、
ピアノなど鍵盤楽器の魅力にふ
れることができるコンサートと
なっており、ナビゲーターによる
謎解きクイズも交えながら大人
も子どもも楽しめる内容となっ
ている。

［日程］8月8日
［会場］桃源文化会館

●長野県松本市
まつもと市民芸術館
 〒390-0815　松本市深志3-10-1
Tel. 0263-33-3800　島村

https://www.mpac.jp/

まつもと市民芸術館プロデュース
『松本のオフィーリア』
劇作家・演出家の益山貴司とま
つもと市民芸術館が、“松本でし
か創れない新作演劇”に挑む。

「学都」で知られる松本市のシン
ボル・旧制松本高等学校の歴史
をたどり、当時の資料や記録を
ひもときながら松本の街で丹念
にリサーチを重ね、物語の構想
を深めてきた本作。出演には信
州にゆかりのある俳優陣が名を
連ねる。29日に視覚サポート、
30日に聴覚サポートの実施あり

（事前予約制）。
［日程］8月27日〜30日
［会場］まつもと市民芸術館

●長野県飯田市
いいだ人形劇フェスタ実行委員会
〒395-0051　飯田市高羽町5- 
5-1（飯田文化会館内 人形劇の
まちづくり係）
Tel. 0265-23-3552
https://www.iida-puppet.com/

いいだ人形劇フェスタ2026
毎年8月に開催されている、日
本最大の人形劇の祭典。今年
は、国内外からプロ・アマチュ
ア問わず、約300劇団が一堂に
会する。現代人形劇や伝統人
形劇、海外の人形劇など、子ど
もから大人まで楽しめる多彩な
ジャンルの人形劇が、飯田市全
域および近隣町村の約100会場
で4日間を通して約300回以上
繰り広げられる。
 ［日程］7月30日〜8月2日
 ［会場］飯田人形劇場ほか約100
会場

昨年の様子

2025年公演『ヤエクの森2025』より

https://lovelyhall.com/
https://s-ah.jp/
https://www.gcenter-hyogo.jp/
https://www.pref.nara.lg.jp/n044/11842.html
https://www.kanazawa21.jp
https://shirane-togen.jp
https://www.mpac.jp/
https://www.iida-puppet.com/
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今月の情報
アーツセンター、アーツクルーから寄せられた情報を毎月掲載します

▼—

自の実験的な方法で対象を観
察し制作された作品群は、「観
察し、描く」とは何か、という本
質的な問いを鑑賞者に投げかけ
ている。

［日程］7月18日〜9月6日
［会場］奈義町現代美術館

●広島市
広島市現代美術館
〒732-0815　広島市南区比治
山公園1-1
Tel. 082-264-1121　洲濱
https://www.hiroshima-moca.jp/

第12回ヒロシマ賞受賞記念
メル・チン展
世界最初の被爆地である広島
市が、核兵器廃絶と世界恒久平
和を願う「ヒロシマの心」を、美
術を通して世界へ発信すること
を目的として創設した「ヒロシ
マ賞」。その第12回の受賞者と
なったアメリカ出身の作家メル・
チンの受賞記念展を開催する。
これまでの代表的な作品に加
え、ヒロシマのための新作も展
示。アートによる社会変革と自
己変容の可能性を提示する。

［日程］7月25日〜10月12日
［会場］広島市現代美術館

●山口県下関市
下関市立美術館
〒752-0986　下関市長府黒門
東町1-1
Tel. 083-245-4131　久光
https://www.city.shimonoseki.lg.jp/
site/art/

所蔵品展 No.171 夏休み特集
「ようこそ！アニマル・ミュージ
アム」

狩野芳崖や桂ゆき、香月泰男を
はじめとした芸術家たちの作品
に描かれた動物たちに着目した
展覧会。日本画に登場する動物
たちから、油絵やスケッチ、版
画、コラージュなどさまざまな技
法で表現された動物、さらには
既存の動物の枠に収まらない作

多様な都市表現までをたどる。
万葉文化館では、「みやこ」と密
接な関係にある「旅」をテーマに
展開し、「飛鳥・藤原の宮都」を
擁する奈良県のコレクションの
新たな魅力を紹介する。

［日程］6月27日〜8月23日
［会場］奈良県立美術館

中国・四国
●鳥取県鳥取市
鳥取県文化振興財団
 〒680-0017　鳥取市尚徳町101-5
Tel. 0857-21-8700　南
https://tottori-caf.or.jp/

改訂／新演出 バレエ『赤毛のア
ン』全3幕

日本初のバレエ作品として2024
年鳥取県で誕生したバレエ『赤
毛のアン』（振付・演出：山本康
介、指揮・音楽監督：井田勝大）
が、装いも新たに再演。プロダ
ンサーと、オーディションで選ば
れた子役を含む地元ダンサーが
多数出演する。鳥取県ゆかりの
演奏家で構成する室内合奏団

「鳥取チェンバーオーケストラ」
による全オリジナル楽曲の生演
奏も見どころ。11月に高知県、
12月に石川県での開催も決定。

［日程］8月30日
［会場］とりぎん文化会館

●岡山県奈義町
奈義町現代美術館
〒708-1323　勝田郡奈義町豊
沢441
Tel. 0868-36-5811　遠山
https://www.town.nagi.okayama.jp/
moca/index.html

堀川すなお展
目の前にあるもののかたち

「目の前にあるもののかたちを、
どう描き出すことができるのか」
という根本的な問いを追究し続
けるアーティスト・堀川すなおの
展覧会。手で触れながらかたち
を探ったり、言葉を手がかりに
対象のイメージを探ったりと、独

品世界ならではのフシギな生物
まで、動物にフォーカスした所蔵
作品を展示する。

［日程］7月18日〜8月23日
［会場］下関市立美術館

●香川県丸亀市
シアターマド（丸亀市民会館）
〒763-0034　丸亀市大手町2- 
3-1
Tel. 0877-85-8971　藤澤・則包
https://marugame-theatre-mado.jp/

2026まるがめ第九演奏会
2026年9月に丸亀市に新たに
オープンする「シアターマド（丸
亀市民会館）」の開館記念事業。

「初めて舞台に立つのは市民の
方で」との思いから、今回の演
奏会のために公募した「まるが
め第九合唱団」が出演するほか、
オーケストラ・指揮者・ソリスト
に至るまで香川県にゆかりのあ
るメンバーが出演する。同日に
は開館記念式典も行われる。

［日程］9月6日
［会場］シアターマド（丸亀市民会
館）

九州・沖縄
●福岡市
福岡市美術館
〒810-0051　福岡市中央区大
濠公園1-6
Tel. 092-714-6051　姜
https://www.fukuoka-art-museum.jp/

夏休みこども美術館2026
「宇宙にいきたい」
1990年に始まった夏休み恒例
の教育普及プログラム。今年は

「宇宙」をテーマに、作品を通し
て宇宙の果てしなさ、壮大さを
想像し、自分自身の可能性の
広がりを感じてもらいたいと企
画された。関連企画では「宇宙
とこうしん」と題した演劇ワーク
ショップや、子どもと保護者が
一緒に行う作品調査体験、美術
館デビューにもぴったりなギャラ
リーツアーも実施。

［日程］6月30日〜8月30日
［会場］福岡市美術館

●大分県大分市
大分県立美術館
〒870-0036　大分市寿町2-1
Tel. 097-533-4500　木藤
https://www.opam.jp/

ラブ! ヴァンガード!!  前衛を愛
した、あるコレクターの眼─草
間彌生、ヘイター and more

コレクターのW氏が、独創的な
表現でアートの先端を切り拓
いてきた作家の作品を収集した

「Wコレクション」の全貌を紹介。
「ヴァンガード」（前衛・革新・先
駆）をキーワードに、作品収集
の原点となった版画界の巨匠ス
タンリー・ウィリアム・ヘイターか
ら、具体美術協会、河原温、奈
良美智など日本の戦後美術を経
て、草間彌生へとたどり着いた
コレクターの「歩み」と、その「眼
識」に迫る。

［日程］6月13日〜8月16日
［会場］大分県立美術館

●宮崎県宮崎市
宮崎県立芸術劇場
 〒880-8557　宮崎市船塚3-210
Tel. 0985-28-3208
企画制作係　松原
https://miyazaki-ac.jp/

0歳から楽しむ！おとのあそびば
親子で気軽に参加できるコン
サート。童謡やジャズ、民謡な
ど幅広いプログラムを、体を動
かしながら遊んで楽しめる。出
演は香月保乃（監修・ユーフォニ
アム・うた）のほか、村上由宇月

（三味 線）、坂元陽太（ベース）、
柳田裕輔（ギター）、上杉一馬（ナ
ビゲーター）まで全員が宮崎県
出身者。初めての音楽体験にお
すすめ。

［日程］8月16日
［会場］メディキット県民文化セン
ター（宮崎県立芸術劇場）

https://www.hiroshima-moca.jp/
https://www.city.shimonoseki.lg.jp/site/art/
https://www.city.shimonoseki.lg.jp/site/art/
https://tottori-caf.or.jp/
https://www.town.nagi.okayama.jp/moca/index.html
https://www.town.nagi.okayama.jp/moca/index.html
https://marugame-theatre-mado.jp/
https://www.fukuoka-art-museum.jp/
https://www.opam.jp/
https://miyazaki-ac.jp/
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●2025年度「公立文化施設における政
策評価等のあり方に関する調査研究」
調査概要
◎調査対象
地方公共団体計1,790団体および、地
域創造による「令和6年度地域の公立文
化施設実態調査」に回答した専用ホール
1,523施設
※専用ホールとは、コンサートホール、
劇場、多目的文化ホール、能楽堂、オペ
ラハウス、映像ホールなど、舞台芸術の
公演等を主用途とする施設
◎調査時期
2025年11月～12月
◎調査方法
調査対象に向けての、評価に関するアン
ケート調査（メールまたは郵送による配
布、ウェブフォーム、メールまたはFAX

による回収）
◎調査回答数（回答率）
地方公共団体回答数1,000件（回答率
55.9％）、専用ホール等回答数815件（回
答率53.5％）

●調査研究に関する問い合わせ
芸術環境部　益子・児島
Tel. 03-5573-4066

＊2025年度「公立文化施設における
政策評価等のあり方に関する調査研
究」中間報告書は、地域創造ホームペ
ージにも掲載しています。

自主事業の「事業実績の集計・分析」（92.9％）
と「アンケート調査」（91.2%）については9割
以上が取り組み、「ヒアリング調査」（48.0%）
も5割近くが実施していた。また、貸館事業を
行っている806施設についても「貸館実績の
集計・分析」（95.3%）に9割以上が取り組んで
いるが、「アンケート調査」（56.9%）と「ヒアリン
グ調査」（29.2％）は自主事業より低い結果と
なった。

こうしたデータの活用について、自主事業で
は、「自主事業の改善策の検討」（90.1％）、「次
年度以降の事業計画」（89.6%）、「行政または
市民への自主事業の成果の説明」（59.9%）、

「行政が行う指定管理者の評価」（44.0%）と
なっていた。対する貸館事業では、「貸館事業
の改善策の検討」（76.6％）、「次年度以降の事
業計画」（50.3%）、「行政または市民への貸館
事業の成果の説明」（64.5%）、「行政が行う指
定管理者の評価」（49.6%）と全体的に活用が
低くなっていたが、成果の説明への利用が自
主事業より上回る結果となった。

●評価の効果と課題［図3・4］
地方公共団体と公立文化施設における「評

価の効果」に関する設問の結果が図3である。
「事業やサービスの改善」には地⽅公共団体
（59.0%）、公立文化施設（54.2%）ともに5割以
上が有効だとしている。一方、「事業の拡大や
予算の確保」に有効としたのは両者とも2割程
度と低かった。
「評価の課題」については、地方公共団体で

は「評価の方法やそれに必要な調査の方法等
が明確でない」が47.5%と最も高く、公立文化
施設では「評価の結果が必ずしも行政内部や
財政部門の理解を得ることにつながらない」が
40.6%と最も高くなった。また、「評価の結果
が必ずしも事業や管理運営の改善に結びつか
ない」「評価を行うだけで終わってしまい、評価
結果を十分に活用できない」が両者とも25%
以上と高い数字になっている（図4）。

近年、⽂化事業が地域課題解決への有効
な⽷⼝となるという認識が広がるにつれ、有
効な事業や施策を継続するための財源や⼈材
の確保、中⻑期計画の策定等に向けて、公⽴
⽂化施設や⽂化⾏政に関する政策評価にどの
ように取り組むべきかが課題となっている。地
域創造では、こうした地域のニーズに応えるた
め、2025（令和7）年度から2カ年計画で「公立
文化施設における政策評価等のあり方に関す
る調査研究」を実施している。初年度には地
方公共団体計1,790および公立文化施設（専
用ホール、以下同じ）1,523施設にアンケート
調査を行うとともに、有識者による委員会で
の意見交換を行なった。今号は中間報告とし
てアンケートの主な集計結果を紹介する。

●地方公共団体調査［図1］
回 答 団 体（回 答 数1,000件）の内 訳は、都

道府県41、政令市17、市区町村942で、今回
の調査対象となる公立文化施設を有するの
は747団体（74.7%）だった。747団体の内「す
べて指定管理」で運営しているのは381団体

（51.0%）、「施設によって指定管理、もしくは直
営」は87団体（11.6%）、「すべて直営」は279団
体（37.3％）だった。
「すべて指定管理」または「施設によって指

定管理、もしくは直営」と回答した468団体の
内、公立文化施設の評価を約8割、368団体

（78.6％）が実施していた。その内、指定管理者
に共通する評価制度とは別に、文化施設の特
性を踏まえた評価を実施していると回答した
のは2割弱、64団体（17.4％）に限られていた。
また、「すべて直営」と回答した279団体の内、
評価を実施していたのは76団体（27.2％）にと
どまった。

●公立文化施設（専用ホール）調査［図2］
回 答 のあった公 立 文化 施 設815施 設 の

内、「自主事業を実 施している」は690施 設
（84.7%）、「貸館事業を実施している」は806施
設（98.9%）だった。

自主事業を行っている690施設において、

2025年度
「公立文化施設に
おける政策評価等
のあり方に関する
調査研究」
中間報告

●2025年度「公立文化施設における政策評価等のあり方に関する調査研究」

評価実施の割合は指定管理8割、直営3割と差が大きい
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調査研究事業報告▼—

＊地域創造レターは再生紙を使用しています

59.0%

39.6%

39.6%

7.0%

23.9%

52.0%

22.1%

37.6%

◎地方公共団体 回答数＝444

①事業やサービスの改善

②ニーズの把握や掘り起こし

③文化施設との関係づくり

④文化以外の部署との関係づくり

⑤市民や利用者との関係づくり

37.9%

54.2%

40.6%

20.0%

30.8%

27.9%

34.7%

22.1%

31.8%

◎公立文化施設（専用ホール）回答数＝815

①ミッションや目的の確認・見直し

②事業やサービスの改善

③ニーズの把握や掘り起こし

④管理運営組織内の関係づくり

⑤設置団体との関係づくり

⑥市民や利用者との関係づくり

⑦課題の明確化や目標の設定

⑧事業の拡大や予算の確保

⑨将来の計画への参考

⑥課題の明確化や目標の設定

⑦事業の拡大や予算の確保

⑧将来の計画への参考

90.1%

89.6%

59.9%

44.0%

12.3%

1.5%

0.7%

76.6%

50.3%

64.5%

49.6%

13.6%

1.0%

2.7%

自主事業の評価実施（回答数＝675） 
貸館事業の評価実施（回答数＝772） 

事業の改善策の検討

次年度以降の事業計画

行政または市民への事業の成果の説明

設置団体の文化政策への提言や提案

その他

特に活用していない

行政が行う指定管理者の評価

図1　地方公共団体における評価の実施状況 図3　地方公共団体と公立文化施設（専用ホール）における評価の効果

24.6%

47.5%

5.2%

10.4%

15.7%

28.6%

30.9%

16.5%

17.5%

28.5%

7.1%

6.7%

14.6%

29.0%

36.3%

2.6%

9.3%

15.8%

38.5%

40.6%

20.1%

20.7%

33.0%

6.6%

2.8%

11.7%

文化施設における評価の課題 地方公共団体（回答数＝747） 
公立文化施設（回答数＝815） 

その他その他

評価をしている時間がない、手間がかかる

評価の方法やそれに必要な調査の方法等が
明確でない

評価を行うことが担当職員の業務を査定される
という抵抗感が管理運営組織内にある

評価に人員、予算を使うよりも、事業や
管理運営に使いたい

評価の結果が必ずしも事業や管理運営の
改善に結びつかない

評価の結果が必ずしも行政内部や財政部門の
理解を得ることにつながらない

評価の結果が必ずしも市民一般や議会の
理解、賛同、支持につながらない

行政内部や財政部門から入場者数などの
定量的な成果ばかり求められる

評価を行うだけで終わってしまい、評価結果を
十分に活用できていない

評価の必要性、重要性に対して管理運営組織
内で理解されていない

設置団体（行政）の評価と文化施設による
自己評価の結果が異なる

評価で特に課題は感じていない

図4　地方公共団体と公立文化施設（専用ホール）における評価の課題図2　公立文化施設（専用ホール）における評価データの活用状況

すべて
指定管理
51.0%

施設によって指定管理、
もしくは直営
11.6%

すべて直営
37.3%

文化施設の運営形態 回答数＝747

はい
27.2%

いいえ
72.8%

（直営の場合）文化施設に関する
評価の実施 回答数＝279

はい
78.6%

いいえ
21.4%

（指定管理の場合）文化施設に
関する評価の実施 回答数＝468



島根県浜田市

石見音楽文化振興会

ハイブリッドウイン
ドオーケストラ
第8回定期演奏会

「The 吹奏楽王道」
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楽家の受け皿として同年12月に協同組合Biz.
Coop.はまだを設立した。翌年には新たに16人
の音楽家が移住。初期の2人も加えてHWOを
結成した。

今回の定期演奏会に参加していた清水佑一
さんはHWOの1期生。現在は千葉県在住でプ
ロのトランペッターとして活躍している。「音大
卒業時はコロナ禍で、プロ楽団のオーディショ
ンもほとんどなくて進路に悩んでいた時、この
取り組みを知りました。ゼロから楽団を立ち上
げる面白さもあって移住を決意しました」と話
す。練習場所も用意され、学童保育の仕事は
昼からなので午前中は練習時間に充てられた
という。

これまで移住してきた若手音楽人材は延べ
43人で、今年も4人が新たに加わった。動機は

「浜田で演奏技術を磨いて、プロの吹奏楽団
員を目指したい」「吹奏楽の指導者になりたい」

「コンサートの企画・運営など音楽マネジメント
に関わりたい」などさまざまだ。組合では声楽
やマネジメント人材も受け入れており、今回の
司会を担当したHWO副団長の黒田祥太さん
は後者での採用だ。「中高は吹奏楽部で、教職
に就いていた時代も吹奏楽を指導していまし
た。その後、東京学芸大学大学院に入り直し、
部活の地域移行などを研究していたのですが、
音楽スキルをもつ若い人を呼び込んでいる浜
田に興味があって見学に来ました。それをきっ
かけに楽団の立ち上げや運営にも東京からオン
ラインで関わり、22年春に大学院を修了すると
迷わずここに移住しました」。

地元企業に就職したり、結婚相手と出会っ
て他所に移った人もいるなど、音楽文化の振興
だけでなく、地域の活性化に着実に寄与して
いる。「理想は、地域のシンボリックな楽団に
なること。まずは楽団の規模を35人ぐらいまで
増員したい。そのためには仕事を提供する組合
の仲間をもっと増やす必要があります」（田中
代表理事）。特定地域づくり事業共同組合制度
とアート人材をマッチングさせた事例は他には
ないが、活用のひとつのモデルになっているこ
とは間違いない。� （ライター・田中健夫）

●ハイブリッドウインドオーケストラ第8

回定期演奏会「The 吹奏楽王道」
 ［主催］一般社団法人石見音楽文化振興会
 ［会期］2026年6月21日
 ［会場］島根県立大学 講堂
 ［指揮］藤重佳久
 ［演奏］ハイブリッドウインドオーケスト
ラ、石見ユースウインドオーケストラ

●特定地域づくり事業協同組合制度
特定地域づくり事業推進法によって設け
られた制度。人口急減地域において、都
市部などから働き手を組合が受け入れ、
複数の職場に派遣する。①地域内の事
業者（4事業者以上）が「特定地域づくり
事業協同組合」を設立し、②「マルチワ
ーカー（季節ごとに複数の事業に従事）」
を雇用し、組合事業者に派遣すれば、③
国・市町村から事務費と人件費に対し
1/2助成（国1/4、市町村1/4負担）、④そ
の結果、事業者は経費の1/2負担で雇用
し事業実施できる。

●協同組合Biz.Coop.はまだ
音大卒業生など音楽のスキルをもつ人材
に限定して雇用し（演奏など技術試験あ
り。組合に雇用されると自動的に石見音
楽文化振興会の会員となる）、組合員の
事業所に派遣。組合員は4社（認定こど
も園や育児支援、放課後児童クラブを
運営する2つの社会福祉法人、通所介
護施設事業や放課後デイサービスなど
を手がける民間会社、石見音楽文化振
興会）。毎年夏に振興会の会長、代表理
事が関東や関西の音大を訪問して勧誘。
音楽活動としては吹奏楽部の指導、児
童施設・高齢者施設での演奏など。

写真提供：石見音楽文化振興会

2026年6月21日、島根県立大学浜田キャン
パス講堂でハイブリッドウインドオーケストラ第
8回定期演奏会「The 吹奏楽王道」が開催され
た。同楽団メンバーの全員が音大などを経て
浜田市に移住してきた若い音楽家だ。総務省
の特定地域づくり事業共同組合制度を活用し
て「協同組合Biz.Coop.はまだ」を設立。ここが
彼らを雇用し、音楽に関わる仕事を含めた就
業機会を提供するとともに、全員がハイブリッ
ドウインドオーケストラ（HWO）のメンバーとし
て音楽活動を行っている。音楽監督として指導
しているのが、長年、吹奏楽の世界を牽引して
きた藤重佳久さんだ。第8回定期演奏会では、
2026年度全日本吹奏楽コンクール課題曲から
民謡や童謡、ジャズ、ラテン、声楽メンバーによ
るミュージカル『レ・ミゼラブル』まで全14曲を
披露。多様な表現で聴衆を楽しませていた。

●
発起人として石見音楽文化振興会をひとり

で立ち上げ、須山隆振興会会長などとこうした
仕組みをつくり上げてきたのが、代表理事を務
める田中健一さんだ。「音楽の専門教育を受け
た若い人たちが音楽以外の仕事をしつつ、音
楽活動でも多少の収入が得られるようにする
にはどうすればいいか。この思いがそもそもの
始まりでした」。本業は浜田市の隣、江津市の
石見智翠館高校の教師。2004年に同校に吹
奏楽部を立ち上げ、全国大会出場を果たすま
でに育て上げた。しかし「吹奏楽をするために
県外からも生徒が集まり、音大などに進学する
部員も増えました。ただ、卒業後、音楽のスキ
ルを活かす仕事にはなかなか就けなかった」。

2015年に振興会を立ち上げ、音楽活動と
生活を両立させる方法を模索しながら、関東
の音大などを訪れては移住を呼びかけた。18
年に高校時代の教え子2人がUターンしたこと
で、地域の学童保育などの働き手になるととも
に、演奏活動で収入を得るというロールモデ
ルが出来た。20年6月に特定地域づくり事業
推進法が施行されると、若者の転出や出生数
の減少を背景に「若者が暮らしやすいまちづく
り」に取り組む浜田市に働きかけ、移住する音

今月のレポート
財団の支援事業や地域の創造活動に参考になる催しを取り上げて

レポートします

▼—




